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第1526回例会
平成28年7月12日㈫　於 ホテル日航ノースランド帯広

◎起　　　立　� 加藤雄樹 ＳＡＡ

◎友情の握手� 加藤雄樹 ＳＡＡ

◎点　　　鐘� 高田　進 会　長

◎開 会 宣 言� 加藤雄樹 ＳＡＡ

◎国 歌 斉 唱� 加藤雄樹 ＳＡＡ

ロータリーソング 　「奉仕の理想」

◎ビジター紹介� 鎌田　勉 副会長

◎会　　　食

会長挨拶� 高田　進 会長

　先日、永六輔さんとザ・ピーナ

ッツの伊藤ユミさんが亡くなりま

した。年齢としては長命の方かと

思いますが、残念な思いです。遠

く55年程昔、私が中学生だった頃

テレビ番組で大流行りした記憶を

思うと時の経過と、この変化は想像もしませんでした。

昭和の香りが少しずつ消えていくように感じます。

　新年度が始まるまでになんとか少しはロータリーの知

識を得ようと、書籍やネット等の参考資料を読んではみ

ましたが、理論的にも歴史的にも理解するのは至難であ

ることが解かりました。ほとんどは活字が右から左へ流

れるだけで、残りません。年のせいかも、解かり易い部

分や印象的な部分が多少残る程度で本格的には自分には

無理であれば、雑学の積み重ねから入っていって行ける

ところ迄行く。大事なのは、興味を持ち続ける事で自然

に身になるのかも知れないので、自分の場合はそんなも

ので良いのでよしとしようかと思います。

識字率と水の保全

　清潔な水の確保は、過酷な労働から解放し、時を確保

し、環境や疾病、農業や工業、インフラの整備そして何

より教育と識字率の向上に繋がります。教育は将来みず

からの人生を選択する重要な要素になります。人は本来、

情報や知識にたいして知りたいという欲望があるはずで

す。自分の考えを持ち成否の判断が下せるようになるに

は、教育と自信が必要です。

　世界は、生活、衛生、所得、食糧、教育等で国や地域

で極端な格差があります。水を得る為に頭に容器を乗せ

一日何時間も汚染された川へ通う女性や子供たちがいま

す。インドには学校にトイレが無い為に12、３歳になる

と学校へ行けなくなる少女達がいます。パキスタン、ア

フガニスタンにはいまだにポリオの感染による身体麻痺

の危険に脅かされています。

　これらの極端な格差と理不尽、不条理は世界中にあふ

れています。井戸を掘り清潔な水を供給し、子供や女性

の苦役が減れば時間が出来ます。学校へも行けるように

なれば教育を受け、パーソナリティも学べるようになり、

子供たちの将来は劇的に変わります。トイレがあれば喜

んで登校するかも知れません。清潔な水は、保険衛生だ

けではなく各種産業や生活の効率化に重要です。

　我々は、ロータリアンとして奉仕の機会を与えられて

います。奉仕は、義務ではなく又強制されるものでもな

く、自発的でその人に出来る事をすれば良いと考えます。

人生で幾ら集めたかより幾ら与えたかが重要だともいわ

れます。奉仕の精神や意義については、よく考える機会

だと思っています。

会務報告�  石川博機 幹事

帯広東ＲＣ　ガバナー公式訪問第３回クラブ協議会

　日時：平成28年７月26日（火）

　　　　午後５時～午後６時30分

　場所：ホテル日航ノースランド帯広

　出席義務者：役員・理事・委員長・入会３年未満会員

帯広東ＲＣ　ガバナー公式訪問夜間例会

　日時：平成28年７月26日（火）

　　　　午後６時30分～午後７時30分

　場所：ホテル日航ノースランド帯広

　　※　�記念撮影　午後６時　３階 写真スタジオ前

委員会報告�

▲

親睦活動委員会

� 古川 直也　委員長

　親睦活動委員会についてはコミュニケーションの中心

となる委員会です。その委員会の委員長ということで非

常に緊張しております。皆様のご協力を頂きまして何と

S.Mori



か乗り切っていけたら有難いと思いま

す。

　８月２日夜間移動例会が親睦活動委

員会の第１回目の担当という事になり

ます。先ほど出欠を取らせて頂きまし

たが場所は西２条10丁目旬創旬家無双

です。会費は皆さんから3000円を頂き委員会の予算を

2000円とさせて頂きたいと思います。案内や地図につい

ては事務局の方からもう一回ＦＡＸでお知らせをして頂

きたいと思います。出席とされた方で欠席となった場合

でも会費のご負担をお願いするかもしれませんのでよろ

しくお願い致します。

ニコニコ献金� 親睦活動委員会　西田重人 会員

毅高田会長　新年度がスタートしまし

たが、まだ治まりが悪くおちつきま

せん。

毅鎌田副会長　入会以来初めての副会

長デス高田年度ガンバります。

毅金尾会員　石川幹事今年１年間頑張

って下さい。

毅内山会員　今日ありがとうございます。

毅上野会員　松崎町へ行ってきました。「光るどろだんご」

の勉強をしてきました。帯広に広めたいと思います。

毅宮前会員　本日は出席プログラム委員会担当です。内

山会員よろしくお願い致します。

毅及川会員　新年度よろしくお願い致します。これから

たくさん学んでいきたいと思います。

プログラム� プログラム委員会　宮前克則 委員長

【会員卓話】

テーマ：「真実かどうか」� 内山 智洋　会員

　真実はどうかというテーマでの

卓話ですので、私なりに考えまし

てお話しをさせていただきたいと

思います。

　４つのテストで「言行はこれに

照らしてから」と書いており、こ

れは大変大切なことではないかと身に沁みるところで、

自分の言葉・行動はやはり自分自身で管理していかなけ

ればという思いがあります。

　４つのテスト、「真実かどうか」「みんなに公平か」「好意

と友情を深めるか」「みんなのためになるかどうか」、こ

れは仏教と大変緊密であります。

　仏教では「真実かどうか」これを真理といいます。仏教

では「自分の正体を知りなさい」「自分の正体をきちんと

確かめなさい」と説いており、自分自身をしっかりと見

つめたとき、はじめて肩の荷が下りて本当の姿が見えて

くると経典にあります。これを真理といい、正しい道理

のことです。

　真実や真理の一環で、実相という言葉があります。仏

教でよく使われます。実相とは、「姿のこと。実際の様子、

姿がどんなものか」と説いています。「源遠ければ流れな

がし」という言葉があります。目の前に大きな河があっ

ても、その源流は数百キロ離れた遠くにあり、たくさん

の支流を集めて大河となっています。岸からただ眺めて

いたのでは大きな河となってしまいますが、にごってい

たとしても時間が経って澄んできます。それは上流で雨

が降っていたんだと、その源流に想いを寄せて考えてみ

なければ、その河の本当の姿を見たことにはなりません。

私達は目に見えない部分を考えていかなければならない

のです。

　これを私達の命におきかえると、自分のみえない命の

部分、ルーツに想いをよせて考えなければ、本当の自分

の命を認識したことにはなります。仏教では先祖のこと

となります。両親が１人でもかけるといまの自分は存在

しない、遠いところから流れてきている命です。その中

で生きていますので、命は尊いものなのです。

　次に「みんなに公平か」ですが、これは平等かとなりま

す。哲学的に平等という観念を持ち出したのは仏教が初

めてのことです。「生きとし生けるものすべてが平等であ

る」とのお釈迦様の考えからで、仏教ではすべての人が

平等であり平等に幸せになる権利を有していると説かれ

ています。

　「好意と友情を深めるか」。これは共存、「共に生きる」

ということです。自分ひとりでは絶対存在しないという

のが、仏教での原理です。自然もいろいろな中で循環し

ています。人間と自然の立場も共存です。いろいろな縁

をいただき縁によって自分が存在しています。縁起の法

といって仏教の悟りとなります。すべてに縁があって「共

に生きて」おります。

　「みんなのためになるかどうか」。仏教では、利他とし

て説かれています。自分の余力をもって他のために尽く

す人の幸せのために行動する。これが利他行なのです。

行は修行のことで行わなければまったく価値のないもの

で、仏教では大事な修行のひとつです。また会長挨拶に

もありました環境の問題もそうです。自分の環境は自分

で行動し解決していかなければなりません。自分で行動

し解決する努力をする。これも利他行です。自分の好ま

しい環境を自分で整える、このことを仏教では平和とい

い、仏教の立場からいいますと、環境はひとりひとりが

つくるもので国がつくるものではありません。国が戦争

をしないようにする環境をつくるのは、私達ひとりひと

りの行動からなのです。

　最後に、「ローマ法王に米を食べさせた男」という本に

もなっています本證山妙法寺の住職で高野誠鮮さんとい

う方の講演を聴き、大変感銘を受けました。昨年「ナポ

レオンの村」というテレビドラマにもなった原作で、こ

の方がモデルです。機会があれば皆様読んでみてくださ

い。

◎閉会宣言� 加藤 雄樹 ＳＡＡ

◎点　　鐘� 高田 　進 会　長

次週プログラム� プログラム委員会

　７月19日（火）　臨時総会【決算・予算】（理事会）


